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March

人と緑 心ふれあう 交流のまち 朝来市

今
月
の
主
な
内
容

全全国学力・学習状況調査朝来市の結全国学力・学習状況調査朝来市の結果果…２…２

特定健診とがん検診の結果か特定健診とがん検診の結果からら…６…６

市政フラッシュ／我がまち朝来再発市政フラッシュ／我がまち朝来再発見見…８…８

まちのわだまちのわだいい………………………１…………………１００

情報掲示板………………………１情報掲示板………………………１２２

人いきいき／こんなことあったで人いきいき／こんなことあったでーー……２０２０

恋恋するフォーチュンクッキ恋するフォーチュンクッキーー
歌って踊って朝来と但馬をＰ歌って踊って朝来と但馬をＰＲＲ

朝来市ホームページからリンクする動画をぜひご覧ください!朝来市ホームページからリンクする動画をぜひご覧ください!!!
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平
成

年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

25

朝
来
市
の
小
学
６
年
生
・
中
学
３
年
生
の

学
力
と
学
習
状
況
の
分
析
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

調
査
概
要

こ
の
調
査
は
、義
務
教
育
の
機
会
均
等
と

そ
の
水
準
の
維
持
向
上
の
観
点
か
ら
、全
国

的
な
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
把

握
・
分
析
し
、教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を

検
証
し
、そ
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、教
育

に
関
す
る
継
続
的
な
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル

を
確
立
す
る
こ
と
。ま
た
、学
校
に
お
け
る
児

童
生
徒
へ
の
教
育
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況

の
改
善
等
に
役
立
て
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

今
年
度
は
、文
部
科
学
省
に
よ
っ
て
、
す
べ

て
の
小
・
中
学
校
を
対
象
に
、
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

調
査
の
内
容

■
教
科
に
関
す
る
調
査（
国
語
、算
数
・
数
学
）

「
知
識
」に
関
す
る
調
査

「
活
用
」に
関
す
る
調
査

■
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に
関
す
る
調
査

児
童
生
徒
に
対
す
る
調
査

学
校
に
対
す
る
調
査

学
力
調
査
の
調
査
結
果

小
学
生

全
国
・
県
平
均
と
同
様

【

国

語

】

□
知
識
問
題

正
答
率
は
、全
国
や
県
平
均
と
同
様

□
活
用
問
題

正
答
率
は
、全
国
や
県
平
均
と
同
様

漢
字
の
読
み
書
き
や
こ
と
わ
ざ
な
ど
、知

識
面
で
は
定
着
し
て
い
ま
す
。課
題
は
、「
文
」

に
関
す
る
知
識
・
活
用
や
、自
分
の
考
え
を

書
く
こ
と
で
、こ
れ
ら
は
、昨
年
度
の
本
市
児

童
の
調
査
結
果
と
似
通
っ
た
傾
向
で
し
た
。

記
述
形
式
の
問
題
に
加
え
、短
答
式
の
問
題

に
お
い
て
、必
要
な
事
柄
を
整
理
し
簡
潔
に

ま
と
め
る
こ
と
を
苦
手
と
し
て
い
る
児
童
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

よ
い
傾
向
の
内
容

○
漢
字
を
書
く
こ
と

○
こ
と
わ
ざ
の
意
味

○
働
き
が
類
似
す
る
接
続
語
の
選
択

■問い合わせ先
市教育委員会学校教育課
☎６７７－２１１４・２１１５

昨
年
４
月

日
、文
部
科
学
省
は
、小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に「
国

２４

語
」「
算
数
・
数
学
」の
学
力
調
査
と
学
習
の
状
況
調
査
を
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
し
た
。

今
月
の
広
報
で
は
、そ
の
う
ち
朝
来
市
で
の
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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課
題
の
あ
る
内
容

●
接
続
語
を
使
っ
て
文
を
分
け
て
書
く
こ
と

●
広
告
を
読
み
、編
集
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と

●
目
的
や
意
図
に
応
じ
、文
を
簡
潔
に
ま
と

め
て
書
く
こ
と

【

算

数

】

□
知
識
問
題

正
答
率
は
、
全
国
や
県
平
均
と
同
様

□
活
用
問
題

正
答
率
は
、
全
国
や
県
平
均
と
同
様

知
識
に
関
す
る
問
題
か
ら
四
則
計
算
の

力
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

特
に
、
括
弧
を
使
っ
た
加
法
・
減
法
が
混
合

し
た
計
算
、
分
数
×
整
数
の
計
算
に
つ
い
て

は
高
い
正
答
率
で
し
た
。

し
か
し
、「
量
と
測
定
」の
領
域
で
は
、各
児

童
に
よ
っ
て
定
着
度
に
差
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

活
用
に
関
す
る
問
題
で
は
、昨
年
度
の
朝

来
市
児
童
の
調
査
結
果
よ
り
正
答
率
は
高
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、文
章
を
読
み
取
り
、比
例
関

係
や
割
合
な
ど
数
学
的
な
考
え
方
を
用
い
て

記
述
し
た
り
す
る
こ
と
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

よ
い
傾
向
の
内
容

○
小
数
や
分
数
、
括
弧
を
含
ん
だ
式
を
計

算
す
る
こ
と

○
曲
線
部
分
の
長
さ
を
測
定
す
る
際
に
用

い
る
適
切
な
計
器
を
用
い
る
こ
と

○
示
さ
れ
た
情
報
の
意
味
を
解
釈
し
、も
の

の
位
置
を
特
定
す
る
こ
と

課
題
の
あ
る
内
容

●
説
明
を
読
み
取
り
、情
報
を
取
り
出
す
こ

と
●
単
位
量
当
た
り
で
考
え
る
こ
と

●
記
述
式
の
問
題
に
解
答
す
る
こ
と

中
学
生

全
国
・
県
平
均
よ
り
も
高
い

【

国

語

】

□
知
識
問
題

正
答
率
は
、全
国
や
県
平
均
よ
り
も
高
い

□
活
用
問
題

正
答
率
は
、全
国
や
県
平
均
よ
り
も
高
い

す
べ
て
の
問
題
で
全
国
・
県
平
均
を
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。活
用
に
関
す
る
問

題
に
つ
い
て
は
、２
年
連
続
で
全
国
・
県
平
均

を
上
回
り
ま
し
た
。

記
述
式
の
問
題
の
正
答
率
も
上
昇
し
て

お
り
、力
が
身
に
つ
い
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、

無
回
答
率
も
か
な
り
低
い
結
果
で
し
た
。

よ
い
傾
向
の
内
容

○
文
脈
の
中
に
お
け
る
語
句
の
意
味
を
理

解
す
る
こ
と

○
描
写
の
効
果
を
考
え
内
容
を
理
解
す
る
こ
と

○
段
落
相
互
の
関
係
を
理
解
し
文
章
の
展

開
を
捉
え
る
こ
と

課
題
の
あ
る
内
容

●
伝
え
た
い
事
柄
が
明
確
に
な
る
よ
う
に

情
報
を
適
切
に
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と

●
語
句
の
意
味
を
理
解
し
文
脈
の
中
で
適

切
に
使
う
こ
と

●「
謙
譲
語
」「
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
」「
隠

喩
」等
の
意
味
に
関
す
る
こ
と

【

数

学

】

□
知
識
問
題

正
答
率
は
、全
国
や
県
平
均
と
同
様

□
活
用
問
題

正
答
率
は
、全
国
や
県
平
均
と
同
様

正
・
負
の
数
の
計
算
、
文
字
式
の
計
算
や

連
立
方
程
式
の
立
式
解
法
な
ど
数
と
式
の

領
域
、数
量
図
形
領
域
の
作
図
や
展
開
図
に

つ
い
て
は
、高
い
定
着
度
で
し
た
。し
か
し
、
事

象
を
数
学
的
に
解
釈
し
、問
題
解
決
の
方
法

を
数
学
的
に
説
明
す
る
こ
と
や
関
数
の
意
味

の
理
解
な
ど
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、記
述
式
の
問
題
に
な
る
と
正
答
率

が
下
が
り
、無
回
答
率
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

よ
い
傾
向
の
内
容

○
正
負
の
数
の
計
算
や
一
元
一
次
方
程
式

を
解
く
こ
と

○
二
元
一
次
方
程
式
の
意
味
や
具
体
的
事

象
か
ら
連
立
二
元
一
次
方
程
式
を
立
式

す
る
こ
と

○
平
面
図
形
の
拡
大
図
の
作
図
や
見
取
図

投
影
図
か
ら
空
間
図
形
を
読
み
取
る
こ
と

課
題
の
あ
る
内
容

●
数
量
の
関
係
や
法
則
を
文
字
式
で
表
す

こ
と

●
関
数
の
意
味
や
一
次
関
数
の
変
化
の
割

合
を
求
め
る
こ
と

●
提
示
さ
れ
た
資
料
の
特
徴
を
数
学
的
に

説
明
す
る
こ
と

課題が見つかったのはこの問題
（小学校国語・中学校数学）

正解は５ページに掲載しています

平成２５年度全国学力・学習状況調査の結果
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学
習
習
慣
に
つ
い
て

○
学
習
時
間

□
小
学
生
で
１
～
２
時
間
が
最
も
多
い
。

□
中
学
生
で
は
２
時
間
以
上
と
答
え
た
生

徒
が
３
割
。

○
家
庭
学
習

□
宿
題
は
、ほ
と
ん
ど
の
児
童
生
徒
が
確
実

に
や
り
遂
げ
て
い
る
。

□
６
割
の
児
童
、５
割
の
生
徒
が
自
分
で
学

習
の
計
画
を
立
て
て
勉
強
し
て
い
る
。

□
宿
題
以
外
の
予
習
や
復
習
を
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
は
半
数
以
下
で
あ
る
。

□
予
習
、復
習
も
含
め
て
、自
分
で
目
標
や

計
画
を
立
て
学
習
す
る
児
童
生
徒
の
正

答
率
は
高
い
。

人
・
地
域
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

□
児
童
生
徒
の
８
～
９
割
が
夕
食
を
家
の

人
と
一
緒
に
食
べ
て
い
る
。

□
児
童
生
徒
の
６
～
７
割
が
家
の
人（
兄
弟

姉
妹
は
除
く
）と
学
校
で
の
出
来
事
に
つ

い
て
話
を
し
て
い
る
。

□
よ
く
話
を
し
て
い
る
児
童
生
徒
ほ
ど
正
答

率
は
高
い
。

□
地
域
と
の
か
か
わ
り
が
深
く
、県
、全
国
平

均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

□「
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
」は
特
に

高
く
、９
割
の
児
童
、７
割
の
生
徒
が
参

加
し
て
い
る
。

□「
地
域
や
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
や
出

来
事
に
関
心
が
あ
る
」で
は
６
割
の
児
童

生
徒
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

基
本
的
生
活
習
慣
に
つ
い
て

〇
就
寝
時
間
等
生
活
の
リ
ズ
ム
が
整
っ
て

い
る
児
童
生
徒
が
多
い

□
小
学
生
…
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
、起
床

時
刻
、就
寝
時
刻
が
決
ま
っ
て
い
る
。

８
時
間
以
上
の
睡
眠
を
と
っ
て
い
る
児

童（
８
割
）

□
中
学
生
…
就
寝
時
刻
が
午
後

時
～
午

１１

前
０
時
が
半
数

７
～
８
時
間
の
睡
眠
時
間
の
生
徒
が
最

も
多
い

□
就
寝
時
刻
が
遅
い
児
童
生
徒
の
正
答
率

は
低
く
、学
習
へ
の
悪
影
響
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

○
朝
食
は
、ほ
と
ん
ど
の
児
童
生
徒
が
毎

日
と
っ
て
い
る
。

□
毎
日
朝
食
を
食
べ
、毎
日
ほ
ぼ
同
じ
時

刻
に
就
寝
・
起
床
し
て
い
る
児
童
生
徒

は
正
答
率
が
高
い
。

□
生
活
の
リ
ズ
ム
を
崩
さ
ず
に
、規
則
正

し
い
生
活
を
す
る
こ
と
が
、学
力
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

○
ゲ
ー
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す
る
児

童
生
徒
が
増
え
て
い
る

□
２
時
間
以
上
す
る
と
回
答
し
た
児
童
の

正
答
率
は
低
い
。

□
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ

て
い
な
い
児
童
生
徒
は
６
割
で
、県
・
全

国
の
割
合
よ
り
２
割
以
上
高
く
、持
っ

て
い
な
い
児
童
生
徒
の
正
答
率
は
高

い
。持
っ
て
い
る
児
童
生
徒
は
、４
割
が

家
の
人
と
の
約
束
を
守
っ
て
使
っ
て
い

る
。

大蔵小学校・ＩＣＴを活用した発表会 生野小学校・「ふるさと生野物語」の発表

糸井小学校・心肺蘇生法の講習 東河小学校・運動会での太鼓演奏



平平成２６年３月平成２６年３月号号5

□「
地
域
や
社
会
を
良
く
す
る
た
め
に
何
を

す
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
が
あ
る
」に
つ
い

て
は
、全
国
で
は
低
か
っ
た
が
朝
来
市
の

児
童
生
徒
は
高
い
。

児
童
生
徒
の
意
識
に
つ
い
て

【
９
割
以
上
が
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
】

□「
も
の
ご
と
を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
て
、う

れ
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
」

□「
人
の
気
持
ち
が
分
か
る
人
間
に
な
り
た

い
と
思
う
」

□「
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
と
思
う
」

【
７
～
８
割
が
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
】

□「
難
し
い
こ
と
で
も
、失
敗
を
恐
れ
な
い
で

挑
戦
し
て
い
る
」

□「
自
分
に
は
、よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
」

□「
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
る
」

朝
来
市
で
は
、ほ
と
ん
ど
の
児
童
生
徒
が
、

何
事
も
前
向
き
に
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
の
結
果
で
し
た
。

今
後
に
向
け
て

今
回
の
調
査
結
果
の
分
析
か
ら
、朝
来
市

の
児
童
生
徒
の
学
力
の
定
着
に
つ
い
て
は
、

小
・
中
学
校
と
も
に
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
て

い
ま
す
。昨
年
度
の
課
題
分
析
を
も
と
に
各

校
に
お
け
る
授
業
改
善
の
取
組
や
家
庭
・
地

域
の
協
力
が
成
果
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

全
国
的
に
、見
通
し
・
振
り
返
り
学
習
活

動（
授
業
冒
頭
で
め
あ
て
・
ね
ら
い
を
明
確
に

し
、授
業
の
最
後
に
学
習
内
容
を
振
り
返
る

活
動
）を
積
極
的
に
行
っ
た
学
校
ほ
ど
、教
科

の
平
均
正
答
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
て
い

ま
す
。朝
来
市
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
具
体

的
な
授
業
改
善
を
含
め
、児
童
生
徒
の
教
育

指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の
改
善
を
図
る
た

め
、従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
小
中
連
携

推
進
事
業
に
加
え
、平
成

年
度
か
ら
新
た

２５

に
、小
小
連
携
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
合
わ

せ
、よ
り
適
切
で
丁
寧
な
指
導
を
行
う
た
め
の

取
組
で
す
。

平
成

年
度
の
本
調
査
は
、４
月

日
に

２６

２２

実
施
さ
れ
ま
す
。現
在
の
取
組
成
果
が
具
体

的
に
表
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、今

後
も
教
育
に
関
す
る
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
を

行
い
、改
善
状
況
等
の
把
握
と
成
果
を
も
と

に
し
つ
つ
新
た
な
課
題
を
踏
ま
え
た
取
組
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、今
年
度
の
分
析
な
ど
の
報
告
は
、朝

来
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で

す
。ま
た
、各
校
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、そ

れ
ぞ
れ
出
さ
れ
る
学
校
だ
よ
り
や
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
３
ペ
ー
ジ

問
題
の
回
答

小
学
校
国
語

知
識
に
関
す
る
問
題

文
の
構
成
を
捉
え
る

【
解
答
】

（
そ
う
に
し
て
い
た
）。だ
か
ら
、（
ぼ
く
は
、こ
れ
ま
）

中
学
校
数
学

活
用
に
関
す
る
問
題

事
象
の
数
学
的
な
解
釈
と
判
断（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

【
解
答
】

イ

理
由（
例
）安
静
時
心
拍
数
が
年
齢
に
よ
ら

ず
一
定
な
の
で
、年
齢
を
ｘ
，目
標
心
拍
数
を
ｙ

と
し
た
と
き
、ｙ
は
ｘ
の
一
次
関
数
で
あ
り
、ｘ
の

係
数
が
負
で
あ
る
か
ら
、年
齢
が
高
く
な
る
と
目

標
心
拍
数
は
い
つ
も
小
さ
く
な
る
。

梁瀬中学校・緑風祭でのダンス 朝来中学校・給食の様子

中川小学校・交通安全教室生野中学校・茶道教室

平成２５年度全国学力・学習状況調査の結果
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特
定
健
診
と

が
ん
検
診

の
結
果
か
ら

平
成

年
度

２５

各検査の結果、生活改善や受診が必要な人の割

合は、高血糖の疑いがある人が４５．３％（１，１８９人）、

高血圧の疑いがある人が１７．５％（４６０人）、悪玉コ

レステロールが高かった人は５７．１％（１，４９９人）、

中性脂肪が高かった人は１８．３％（４７９人）でした。

朝来市の特定健診では、悪玉コレステロールの検

査異常率が最も高く、２人に１人に異常が認めら

れ、次に血糖の異常率が高い状況でした。

平成２５年度特定健診結果で

生活改善や受診が必要な人の割合

■
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
地
域
医
療
・
健
康
課

☎
６
７
２－

５
２
６
９

（
和
田
山
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
あ
り
た
い
」こ
れ
は
だ
れ
も
が
願

う
こ
と
で
す
。元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
に
は
、健
康
な
生

活
へ
の
実
践
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

市
は
今
年
度
も
市
内
を
巡
回
す
る
な
ど
し
て「
特
定
健

診
」と「
が
ん
検
診
」を
実
施
し
ま
し
た
。

今
月
の
広
報
で
は
そ
の
結
果
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
覚
な
し
で
忍
び
寄
る

「
生
活
習
慣
病
」

我
が
国
で
は
、昭
和

年
か
ら
現
在
ま
で
、

５６

死
因
１
位
は「
が
ん
」で
す
。生
涯
の
う
ち
に
が

ん
に
か
か
る
可
能
性
は
、２
人
に
１
人
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
で
き
れ

ば
、治
る
確
率
は
飛
躍
的
に
上
が
り
、完
全
に

治
す
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
も
生
活
習
慣
病
の
ひ
と
つ
で
す
が
、他

に
も「
糖
尿
病
」「
高
血
圧
症
」「
脂
質
異
常

症
」な
ど
も
生
活
習
慣
病
で
あ
り
、そ
の
前
段

階
で
あ
る「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）」を
放
っ
て
お
く
と
心
臓
病

や
脳
卒
中
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
を
防
ぐ

た
め
に
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
に

重
点
を
お
く
健
診
が「
特
定
健
診
」で
す
。ま

た
早
期
発
見
で
の
治
療
効
果
が
高
い「
が
ん
」

を
発
見
す
る
た
め
の
検
診
が「
が
ん
検
診
」で

す
。生

活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
く
静
か

に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。予
防
や
早
期
発
見
の

た
め
に
、特
定
健
診
と
が
ん
検
診
を
受
け
、自

分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
の
結
果
か
ら

今
年
度
、市
内
８
か
所
を
巡
回
し
て
行
っ

た
特
定
健
診
で
は
、合
計
３
千
３
２
３
人

（
前
年
度
３
千
１
２
５
人
）が
受
診
し
ま
し

た
。そ
の
う
ち
、市
が
実
施
す
る
朝
来
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
受

給
者
の
計
２
千
６
２
３
人（
前
年
度
２
千

４
３
３
人
）の
結
果
は
、下
の
表
の
と
お
り
で

し
た
。



平平成２６年３月平成２６年３月号号7

３／１（土）～３／７（金）は

「子ども予防接種週間」です

「ワクチンで防ぐことができる病気」を

ＶＰＤ（VaccinePreventableDiseases）

といいます。

ＶＰＤは子どもたちの健康と命にかか

わる病気です。予防接種は、その病気にか

かりやすい年齢等を考慮して、接種の勧奨

時期が定められています。該当の月齢（年

齢）になれば、忘れないように接種を受け

ましょう。

４月からの入園・入学・進学・就職など

に備えて、早めに予防接種をすませ、病気

を未然に防ぎましょう。

＜ワクチンで防げる主な病気＞

●ヒブ感染症 ●肺炎球菌感染症

●ジフテリア ●破傷風

●百日せき ●ポリオ

●結核 ●麻しん

●風しん ●日本脳炎

●ヒトパピローマウイルス感染症

〇Ｂ型肝炎 〇おたふくかぜ

〇みずぼうそう 〇インフルエンザ

〇ロタウイルス感染症

●…定期の予防接種

〇…任意の予防接種

◆小学校就学前の子ども（平成１９年度生

まれ）で、まだ第２期の麻しん風しん予防

接種を受けていない場合は、３月３１日ま

でに接種を受けましょう。

◆小学校６年生で２種混合予防接種を

受けていない場合は、１３歳の誕生日の

前々日までに接種を受けましょう。

※決められた期日までに受けることができ

なかった場合は、任意接種となり自己負担

で接種していただくことになります。

予防接種に関する相談は

かかりつけ医または地域医療・健康課へ

朝来市地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

メ
タ
ボ
の
予
防
と

解
消
の
ポ
イ
ン
ト

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、食
事
や

運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
を
少
し
ず
つ
で
も
変

え
て
い
く
こ
と
で
、改
善
や
予
防
が
で
き
ま
す
。

①
適
度
な
運
動（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
）を
し

ま
し
ょ
う
。週
に
３
～
５
回
、１
日

～
１０

３０

分
以
上
を
、歩
幅
は
広
く
、少
し
早
め
に
歩

き
ま
し
ょ
う
。

②
運
動
の
時
間
が
と
れ
な
い
と
き
は
、通
勤

や
買
い
物
な
ど
生
活
の
中
で
、少
し
で
も
多

く
歩
く
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
１
日
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
、間
食
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。

④
食
事
は「
腹
八
分
目
」。よ
く
噛
ん
で
食
べ

ま
し
ょ
う
。

⑤
糖
分
や
脂
肪
分
、塩
分
、ア
ル
コ
ー
ル
の
取

り
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
毎
日
の
体
重
や
運
動
、食
事
な
ど
を
記
録

す
る
こ
と
で
、体
の
変
化
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

さ
あ
、あ
な
た
も

健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

市
で
は
、平
成

年
度
も
特
定
健
診
を

２６

は
じ
め
、が
ん
検
診
な
ど
各
種
健
診
を
行

い
ま
す
。

各
健
診
と
も
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。２
月
下
旬
に
該
当
の
世
帯
に
送
付

し
ま
し
た
「
各
種
健
診
受
診
申
込
書
」を
ご

覧
い
た
だ
き
、ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
申
込
書
の
提
出
期
限
は
３
月
６
日
（木）

で
す
が
、期
限
を
過
ぎ
て
も
受
付
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。お
早
め
に
お
申
し
込

み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
）

定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
を
習
慣

づ
け
、そ
の
結
果
を
日
ご
ろ
の
生
活
に
活

か
し
ま
し
ょ
う
。

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

朝
来
市
の
平
成

年
の
が
ん
に
よ
る
死
亡

２４

原
因
で
は
、肺
が
ん
が
一
番
多
く
、次
い
で
大

腸
が
ん
、胃
が
ん
の
順
で
し
た
。

市
で
は
肺
が
ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前

立
腺
が
ん
検
診
は
特
定
健
診
と
同
日
に
、子

宮
頸
が
ん
検
診
は
、５
月
、６
月
、

月
に
市

１１

内
を
巡
回
し
て
実
施
。乳
が
ん
・
甲
状
腺
検

診
は
、公
立
朝
来
梁
瀬
医
療
セ
ン
タ
ー
と
公

立
神
崎
総
合
病
院
で
実
施
し
ま
し
た
。

が
ん
検
診
の
結
果
か
ら

毎
年
、市
が
実
施
す
る「
が
ん
検
診
」で
が

ん
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。毎
年
検
診
を
受
け

て
発
見
さ
れ
る
が
ん
は
、早
期
が
ん
の
場
合
が

多
く
、早
期
治
療
に
つ
な
が
る
の
で
、定
期
的

に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。ま
た
検

診
を
受
け
た
後
も
精
密
検
査
を
勧
め
ら
れ
た

ら
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

が
ん
は
、と
に
か
く
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

早
期
発
見
の
第
一
歩
で
す
。検
診
受
診
対
象

年
齢
で
ま
だ
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
ぜ
ひ

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

平成２５年度がん検診の結果(人)＊平成２６年１月末現在

がん
発見人数

精密検査
受診人数

要精密
検査人数

受診人数

１２０３２３,１７６肺 が ん

２５２６９１,５５３胃 が ん

１３１０１１７７２,９３２大 腸 が ん

４４２８３１,０９７前立腺がん

０３１３５８７５子 宮 が ん

２５９７２１,０１８乳 が ん

０２９９４１甲 状 腺



発
掘
調
査
と
い
う
手
法
を
用
い
て

地
域
の
歴
史
を
紐
解
く
機
会
は
な

か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
の
よ
う
な

手
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、私
た

ち
が
踏
み
し
め
て
い
る
土
地
の
下
か

ら
、１
千
年
以
上
も
前
に
私
た
ち
の

祖
先
が
活
動
し
た
生
活
の
痕
跡
が

発
見
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り

ま
す
。今
回
は
桑
市
地
区
の
古
代
遺

跡
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
桑
市
郷（
く
わ
い
ち
ご
う
）っ
て
？

古
代
律
令
制
度
の
行
政
単
位
と

し
て「
郷
」が
あ
り
ま
す
。桑
市
郷
は

平
安
時
代
の
書
物「
和
名
類
聚
抄

（
わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う
し
ょ
う
）」に

記
載
さ
れ
、「
久
波
伊
知（
く
は
い

ち
）」と
訓
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。現
在
の

朝
来
市
桑
市
区
を
中
心
と
し
、南
は

立
脇
区
、北
は
物
部
区
を
含
む
一

帯
が
そ
の
範
囲
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

郷
域
に
は
多
く
の
貴
重
な
遺
跡
が

存
在
し
て
い
ま
す
。ま
た
天
平
勝
宝

２
年
（
７
５
０
）に
は
但
馬
国
か
ら

奴
婢（
ぬ
ひ
）５
人
を
進
上
せ
よ
と
の

勅
命
に
よ
っ
て
、
桑
市
郷
の
戸
主
赤

染
部
大
野
が
所
有
す
る
十
九
歳
の

女
性
田
吉
女（
た
き
め
・
た
き
ち
め
）

を
東
大
寺
建
立
の
た
め
の
労
働
者
と

し
て
大
和（
現
在
の
奈
良
市
）に
送
っ

て
い
る
こ
と
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。（
『
但
馬
国
司
解
』）

◆
弥
生
時
代
の
桑
市
郷

今
か
ら
約
２
千
３
０
０
年
ほ
ど

前
、
我
が
国
に
稲
作
の
技
術
が
大
陸

か
ら
伝
わ
っ
た
時
代
で
す
。以
前
か

ら
立
脇
で
は
石
の
や
じ
り（
弓
矢
の

先
に
つ
け
る
刃
）２
点
が
採
集
さ
れ

て
い
ま
し
た
。平
成
９
年（
１
９
９

７
）に
行
わ
れ
た
釣
坂
遺
跡
の
発
掘

調
査
で
弥
生
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い

市市市政政フラッシフラッシュュ

「「桑市の郷の歴史遺産」「桑市の郷の歴史遺産」
～古代編①～古代編①～～

市
は
現
在
、竹
田
城
跡
の
補
修
工
事

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、城
跡
に
多
く
の
人
た
ち
が
来

訪
し
た
こ
と
で
、草
が
生
え
な
く
な
り
表

土
が
流
れ
る
な
ど
の「
荒
れ
」が
顕
著
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
。

３
月

日
の
冬
季
通
行
止
め
解
除
日

２０

に
料
金
収
受
所
が
完
成
し
来
訪
者
の

登
城
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、北
千
畳
か
ら

南
千
畳
ま
で
、保
護
シ
ー
ト
と
土
の
う
で

見
学
ル
ー
ト
と
滞
留
場
所
を
設
置
し
、

原
則
的
に
本
丸
・
天
守
台
な
ど
を
含
む

そ
れ
以
外
の
部
分
を
立
入
禁
止
と
し
、

本
格
的
な
城
跡
の
補
修
工
事
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

工
事
は
、３
月

日
ま
で
に
完
了
す

１９

る
予
定
で
、並
行
し
て
本
丸
下
の
石
垣

の
積
み
直
し
も
行
わ
れ
ま
す
。

本格的な工事に先がけ、竹田城跡に見学のため
のルートと滞留場所を設置します。（青線部分）

田
城
跡
の
補
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

竹竹竹市
は
、ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の

見
守
り
を
事
業
者
等
と
連
携
し
て
行
う

「
朝
来
安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」の
４
月
か
ら
の
開
始
を
前
に
、２
月

日
、事
業
に
参
加
す
る

社

事
業

２０

１２

３８

所
と
の
協
定
書
の
調
印
式
を
和
田
山

ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、医
療
機
関
や
福
祉
事
業

者
、住
民
代
表
ら
で
組
織
す
る「
脳
耕

会
」な
ど
か
ら
の
提
案
を
受
け
、市
が
調

整
し
て
き
た
も
の
。地
域
の
皆
さ
ん
に
加
え
、

高
齢
者
等
と
日
常
的
に
接
す
る
金
融
機

関
や
宅
配
事
業
所
等
の
皆
さ
ん
が
見
守

り
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。参
加
す

る
皆
さ
ん
は
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
受
講
し
、訪
問
時
に
異
変
が
あ
っ

た
場
合
な
ど
は
、市
の
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
に
通
報
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今後も充実へ向け参加いただける事業者等を募集しています

来
安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
開
始
へ
向
け
調
印
式

朝朝朝

船宮古墳航空写真（南から）南北に走る道路の
中央付近左側に木が茂った部分が古墳の場所
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る
こ
と
と
あ
わ
せ
、当
時
、弥
生
時
代

の
集
落
遺
跡
が
当
地
に
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

◆
古
墳
時
代
の
桑
市
郷

大
和
を
中
心
と
す
る
大
王（
お
お

き
み
）を
頂
点
と
し
た
政
治
組
織
が

次
第
に
形
成
さ
れ
た
古
墳
時
代
。大

王
は
、地
方
豪
族
が
そ
の
政
治
組
織

に
入
っ
た
あ
か
し
と
し
て
前
方
後
円

墳（
円
形
と
方
形
を
組
み
合
わ
せ
た

形
を
し
た
も
の
）の
築
造
を
認
め
ま
し

た
。桑
市
郷
の
船
宮
古
墳
も
そ
の
一

つ
で
す
。

船
宮
古
墳【
兵
庫
県
指
定
史
跡
】

は
、南
北
に
主
軸
を
向
け
た
前
方
後

円
墳
で
す
。南
側
に
円
形
の
墳
丘
を

作
っ
て
い
ま
す
。南
北
方
向
の
長
さ
は

９
１
メ
ー
ト
ル
。さ
ら
に
ま
わ
り
に
は

濠
を
備
え
、そ
れ
を
含
め
る
と
１
１

７
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
と
な
り
、和
田

山
町
に
あ
る
池
田
古
墳（
兵
庫
県
指

定
史
跡
）に
次
ぐ
但
馬
第
二
の
規
模

を
誇
っ
て
い
ま
す
。平
成
元
年（
１
９

８
９
）ま
で
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
埴

輪
を
中
心
と
す
る
多
く
の
遺
物
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、中
で
も
鼻
輪
を

つ
け
た
牛
形
埴
輪（
写
真
左
下
）は

珍
し
く
、当
時
既
に
牛
の
飼
育
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
暗
示
さ
せ
ま
す
。

『
播
磨
国
風
土
記
』に
よ
れ
ば
、応
神

天
皇
が
但
馬
か
ら
播
磨
に
行
幸
し

た
と
き
、但
馬
の
船
穂
足
尼（
ふ
な
ほ

の
そ
こ
ね
）と
い
う
人
物
が
随
行
し
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
人
物
が
船

宮
古
墳
の
被
葬
者
と
も
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
、当
時
の

大
王
家
の
後
ろ
だ
て
を
得
て
播
磨
方

面
に
勢
力
を
延
ば
し
て
い
た
人
物
が

こ
の
桑
市
の
郷
に
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

市
と
市
消
防
団
、南
但
消
防
本
部

は
、枚
田
区
と
合
同
で
、１
月

日
、

２６

赤
淵
神
社
で
消
防
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
訓
練
は
、同
日
の「
文
化
財
防

火
デ
ー
」に
ち
な
み
、貴
重
な
文
化
財

を
火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
守

る
こ
と
で
、文
化
財
へ
の
愛
護
意
識
を

高
め
て
も
ら
お
う
と
、本
殿
が
国
指
定

の
文
化
財
で
あ
る
赤
淵
神
社
で
毎
年
こ

の
時
期
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、午
前

時
、「
本
殿
か
ら

１０

出
火
し
裏
山
に
延
焼
中
」と
の
想
定
で

訓
練
を
開
始
。消
防
車
両
５
台
と
消

防
署
員
・
団
員
、地
元
の
皆
さ
ん
ら
約

人
が
参
加
し
、通
報
、初
期
消
火
、

５０水
源
か
ら
の
中
継
放
水
な
ど
の
訓
練

が
的
確
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

化
財
防
火
デ
ー
に
ち
な
み
赤
淵
神
社
で
消
防
訓
練

文文文市
と
市
消
防
団
は
２
月

日
、市
役

１６

所
朝
来
支
所
で
、小
型
ポ
ン
プ
付
積
載

車
の
受
渡
式
を
行
い
ま
し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
付
積
載
車
が
引
き
渡
さ

れ
た
の
は
、朝
来
支
団
第
５
分
団
。同
分

団
の
積
載
車
と
小
型
ポ
ン
プ
が
配
備
か

ら

年
を
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、今
回
の

２０
更
新
と
な
り
ま
し
た
。

式
に
は
、関
係
者
を
は
じ
め
約

人
３０

が
出
席
し
、多
次
市
長
が「
一
日
も
早
く

操
作
に
慣
れ
て
い
た
だ
き
、市
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
一
層
の
訓
練
に

励
ん
で
ほ
し
い
。」と
あ
い
さ
つ
。続
い
て
、

放
水
の
際
に
ホ
ー
ス
先
端
に
取
り
付
け

る
筒
先
が
、朝
来
支
団
第
５
分
団
の
藤

次
正
久
副
分
団
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

市
消
防
団
で
は
、今
後
も
計
画
的
に

消
防
車
両
の
更
新
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

朝来支団第5分団に配備された小型ポンプ付積載車

消
防
団
朝
来
支
団
第
５
分
団
へ
小
型
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
配
備

市市市

船宮古墳の墳丘

迅速な訓練が展開されました

船宮古墳から出土した牛形埴輪

平平成２６年３月平成２６年３月号号9
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市
と
朝
来
警
察
署
は
、２
月

日
、

１１

和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
で「
第
１８

回
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、県
内
各
地
で

活
動
を
展
開
す
る
兵
庫
県
警
察
音
楽

隊
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、市
内
２
つ
の
高
校
と
４
つ

の
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
も

出
演
し
、県
警
音
楽
隊
と
の
合
同
演

奏
も
披
露
さ
れ
、会
場
い
っ
ぱ
い
に
集

ま
っ
た
約
８
０
０
人
の
皆
さ
ん
は
、迫

力
あ
る
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

県県
警
音
楽
隊
・
市
内
の
中
高
生
が
出
演

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー

県
警
音
楽
隊
・
市
内
の
中
高
生
が
出
演

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー
トト

県警音楽隊と中高生による合同演奏

深深
高
寺
星
ま
つ
り
大

深
高
寺
星
ま
つ
り
大
講講

身を切るような寒さのなかで…

佐
中
の
深
高
寺
で
、２
月
９
日「
星

ま
つ
り
大
講
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、深
高
寺
の
例
祭
と
し

て

年
以
上
前
か
ら
毎
年
こ
の
時
期

３０
に
行
わ
れ
て
お
り
、
厄
除
け
や
開
運

を
願
い
、
祈
と
う
や
水
行
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

水
行
で
は
、
参
拝
し
た
皆
さ
ん
が

見
守
る
な
か
、下
帯
姿
の
男
性
６
人

が
、
水
行
堂
の
中
央
に
あ
る
水
槽
に

た
た
え
ら
れ
た
谷
川
か
ら
の
冷
水
を
、

手
桶
に
す
く
っ
て
は
経
文
を
唱
え
な

が
ら
気
合
を
込
め
首
筋
に
か
ぶ
り
続

け
ま
し
た
。
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市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
連
合
会

（
市
人
教
）と
市
は
、１
月

日
、あ
さ

２６

市
教
育
委
員
会
は
、１
月

日
、養

２６

父
市
の
鉢
伏
高
原
ス
キ
ー
場
で「
朝

来
市
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教

室
」を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
約

人
が
参
加
し
、レ
ベ

９０

ル
に
応
じ
て
班
に
分
か
れ
、朝
来
市

ス
キ
ー
協
会
の
皆
さ
ん
の
指
導
で
そ

れ
ぞ
れ
練
習
を
行
い
、み
る
み
る
う
ち

に
上
達
し
、楽
し
く
爽
快
に
ゲ
レ
ン

デ
を
滑
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
り

ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は「
初
め

て
の
ス
キ
ー
で
し
た
が
滑
り
方
が
よ

く
わ
か
っ
た
。」「
足
を
そ
ろ
え
て
滑
る

の
は
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
う
ま
く
い

歌歌
手
の
叶
麗
子
さ
ん
を
招
き
人
権
講
演
会
を
開

歌
手
の
叶
麗
子
さ
ん
を
招
き
人
権
講
演
会
を
開
催催

丁
寧
な
指
導
で
み
る
み
る
上
達
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教

丁
寧
な
指
導
で
み
る
み
る
上
達
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室室朝来市スキー協会の皆さんありがとうございました

心に響く講演会となりました

ご
・
さ
さ
ゆ
り
ホ
ー
ル
で「
人
権
講
演

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

毎
年
、市
人
教
の
最
大
行
事
と
し

て
開
か
れ
て
い
る
こ
の
講
演
会
、今

回
は
、講
師
に〝
通
天
閣
の
歌
姫
〟と

し
て
も
有
名
な
歌
手
の
叶
麗
子
さ
ん

を
招
き
ま
し
た
。

叶
さ
ん
は
、自
身
の
体
験
談
を
も

と
に
、子
ど
も
の
こ
ろ
障
害
を
負
っ

て
い
じ
め
に
あ
っ
た
経
験
や
、命
の

尊
さ
な
ど
人
権
に
つ
い
て
話
し
た
ほ

か
、美
し
い
歌
声
も
披
露
し
、会
場
に

集
ま
っ
た
約
２
３
０
人
の
皆
さ
ん
は
、

感
動
的
な
内
容
に
真
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。ま
た
参
加
し
た
い
。」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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は
朝
来
市
全
体
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ

う
な
形
で
の
新
た
な
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
は
、第
５
回
朝
来
市「
全
国〝
天
空

の
城
・
竹
田
城
跡
〟」フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
、全
国
の
１
４
０
人
の
皆
さ
ん
か

ら
２
１
１
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、そ
の
う
ち
優
秀
作
品

点
を

４５

展
示
す
る
作
品
展
を
行
っ
て
お
り
、３

月

日
ま
で
は「
道
の
駅
但
馬
の
ま
ほ

２４
ろ
ば
」で
、３
月

日
か
ら
５
月
７
日
ま

２７

で
は「
山
城
の
郷
」で
開
催
し
ま
す
。

な
お
、コ
ン
テ
ス
ト
は
、四
季
折
々
に

美
し
い
表
情
を
見
せ
る
竹
田
城
跡
を
全

国
へ
発
信
し
よ
う
と
行
わ
れ
て
き
た
も

の
で
、竹
田
城
跡
が
全
国
的
に
も
注
目

を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
今
回

で
最
終
回
と
し
、市
で
は
、来
年
度
か
ら

全全
国〝
天
空
の
城
・
竹
田
城
跡
〟
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

全
国〝
天
空
の
城
・
竹
田
城
跡
〟
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
トト

市長賞受賞作品「セピア色の朝」

岡本信二さん（豊岡市）

市
は
、朝
来
市
展「
朝
展
」を
今
年

も
開
催
し
ま
し
た
。

「
朝
展
」は
、地
域
か
ら
輩
出
さ
れ
た

芸
術
家
を
顕
彰
し
、朝
来
市
が
芸
術

交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
、朝
来
市
発
足
を

機
に
開
始
し
た
も
の
で
す
。

９
回
目
を
迎
え
た
今

回
は
、絵
画
、立
体
、書
・

画
、写
真
の
４
部
門
に
、

１
８
３
点
の
作
品
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。審
査
は

部
門
ご
と
に
行
わ
れ
、優

秀
な
作
品

点
が
入
賞
・

７５

入
選
し
ま
し
た
。

■
優
秀
作
品
展（
入
場
無
料
）

３
月
９
日

ま
で

（日）

さ
ん
と
う
緑
風
ホ
ー
ル

朝朝
来
か
ら
の
風

朝
展
２
０
１

朝
来
か
ら
の
風

朝
展
２
０
１
４４

朝
来
市
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、

２
月

日
、和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
で

１５

「
第

期
生
入
団
式
」を
開
催
し
ま
し
た
。

２６式
で
は
、団
員
や
関
係
者
な
ど
約
２

０
０
人
が
見
守
る
な
か
、今
年
新
し
く

入
団
し
た

人
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、

１４

代
表
２
人
に
多
次
市
長
か
ら
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、須
磨
花
霞
さ
ん（
東
河

小
２
年
・
弥
生
が
丘
１
区
）が
、「
た
く

さ
ん
練
習
し
て
、早
く
上
手
に
な
れ
る

よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。」と
入

団
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

新
し
い
団
員
を
迎
え
、同
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
団
員
は

人
と
な
り
ま
す
。

８２

市
商
工
会
青
年
部
が
制
作
し
た
、竹

田
城
跡
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
愛
称
が「
た
け
じ
ぃ
」に
決
定
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、同
部
が
竹
田
城

跡
の
Ｐ
Ｒ
に
役
立
て
よ
う
と
制
作
し
た

も
の
で
、昨
年

月
に
デ
ザ
イ
ン
を
発

１１

表
し
、市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
愛
称

が
募
集
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
１

千
５
２
点
の
な
か
か
ら

点
の
応
募
が

６５

あ
っ
た「
た
け
じ
ぃ
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

２
月

日
に
は
、生
野
小
学
校
で「
た

２０

け
じ
ぃ
」を
応
募
し
た
同
校
の
子
ど
も
た

ち
５
人
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
部
で
は
、４
月

・

日
に
開
催

２６

２７

の
但
馬
・
食
文
化
ま
つ
り
で
の
着
ぐ
る
み

デ
ビ
ュ
ー
を
は
じ
め
、今
後「
た
け
じ
ぃ
」

を
様
々
な
場
面
で
活
用
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

「「
た
け
じ
ぃ
」に
決
定
商
工
会
青
年
部
の
竹
田
城
跡
マ
ス
コ
ッ
ト
の
愛

「
た
け
じ
ぃ
」に
決
定
商
工
会
青
年
部
の
竹
田
城
跡
マ
ス
コ
ッ
ト
の
愛
称称

早早
く
上
手
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

朝
来
市
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
入
団

早
く
上
手
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

朝
来
市
少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
入
団
式式 これからの「たけじぃ」の活躍が期待されます

平成２６年３月平成２６年３月号号11

新しく入団した１４人の皆さん

書・画部門大賞小島眞理子さん（生野６区）の作品



竹
田
城
跡
で
は
、冬
季

通
行
止
め
を
３
月

日
２０

（木）

に
解
除
し
ま
す
。

《
観
覧
料
を
い
た
だ
き
ま
す
》

▽
徴
収
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▽
料
金

大
人
３
０
０
円
、中
学

生
以
下
無
料
、年
間
パ

ス
ポ
ー
ト
１
千
円

《
中
腹
駐
車
場
へ
の
一
般
車
両

の
乗
り
入
れ
を
禁
止
し
ま
す
》

安
全
確
保
と
渋
滞
緩
和

の
た
め
、一
般
車
両
・
二
輪

車
の
中
腹
駐
車
場
へ
の
乗
り

入
れ
を
全
面
禁
止
と
し
ま
す
。

▽
乗
入
可
能
な
車
両

緊
急
車
両
、天
空
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
、チ
ャ
ー
タ
ー

バ
ス
、地
元
旅
館
の
送
迎

バ
ス

※
登
城
の
場
合
、山
城
の
郷

か
ら
は
徒
歩
、も
し
く
は

天
空
バ
ス
、タ
ク
シ
ー
、

チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
の
い
ず

れ
か
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、徒
歩
の
場
合
、山

城
の
郷
か
ら
の
ほ
か
、城

南
台
側（
南
登
山
道
）、

表
米
神
社
登
山
道
か
ら

も
登
城
が
可
能
で
す
。

※
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

市
役
所
竹
田
城
課

☎
６
７
２－

６
１
４
１

「
出
会
い
・
感
動
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、但
馬
の
魅
力
を

改
め
て
見
つ
め
直
し
、魅
力

を
磨
い
て
発
信
し
て
い
く

「
夢
但
馬
２
０
１
４
」の
開

幕
を
記
念
し
、開
会
式
・
記

念
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

４
月

日

、午
後
２

２６

（土）

時
～
４
時

▽
会
場

和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル

▽
内
容

指
揮
…
佐
渡
裕
氏

演
奏
…
兵
庫
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団

演
目
…
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
２
番
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
交

響
曲
第
６
番

▽
定
員

３
０
０
人（
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▽
観
覧
料

無
料

▽
そ
の
他

隣
接
す
る
中
央
文
化
公

園
で
は
但
馬
・
食
文
化
ま

つ
り
２
０
１
４（
４
月

・
２６

日（
土
・
日
））を
開
催

２７
▽
申
込
み

夢
但
馬
２
０
１
４
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
申

込
み

フ
ォ
ー
ム
、ま
た
は
、ハ
ガ

キ
、メ
ー
ル
に
て
、必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、３

月

日

ま
で
に
申
込

２５

（火）

み
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
県
民
局
夢
但
馬
推
進
課

☎
０
７
９
６－

２
６－

３
６
７
５

失
業
給
付
に
か
か
る
雇

用
保
険
料
率
は
、平
成
２５

年
度
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
田
山

☎
６
７
２－

２
１
１
６

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。

ただいま、春まつりフェア実施中です。いただいた「おめでとう」
を、「ありがとう」に変えて、「お祝い返し」を贈りましょう。

あらゆるギフトのことなら、

山東店・和田山店

山東店 朝来市山東町末歳616-1 ℡676-4031
和田山店 朝来市和田山町寺谷338-1℡672-4031
ﾎーﾑﾍ゚ ｼー゙ｱﾄ゙ﾚｽhttp://www.rakuten.ne.jp/gold/ikegawa/
ﾒーﾙｱﾄ゙ﾚｽsaradakan-4031@asago-net.jp

お電話一本で最新カタログを無料でお届けします。
お気軽にお電話ください。
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《平成26年4月から70歳になる人は自己負担割合が2割《平成26年4月から70歳になる人は自己負担割合が2割にに》》

第第92第92回回

平成２６年４月２日以降に７０歳になる人で、現役
並み所得者以外の人の自己負担割合が変わります。

●現役並み所得者以外
①昭和１９年４月１日以前に生まれた人
すでに７０歳以上の人は、これまでどおり１割
に据え置かれます。
②昭和１９年４月２日以降に生まれた人
７０歳の誕生日の翌月（１日が誕生日の人は
誕生月）から２割になります。

●現役並み所得者
３割のままで変更はありません。

医療機関等に行く際は、保険証と一緒に該当者に
郵送する高齢受給者証を忘れずに提示してください。

のの保保国国 ひひ ろろ ばば

■問い合わせ先 市役所市民課☎６７２－６１２０

南但クリーンセンターからのお知らせ

４月から、日曜日の南但クリーンセンターへのごみの一般持込日を

「第１日曜日」から「第２日曜日」に変更します。お間違えのないように

お願いします。

■問い合わせ先 南但クリーンセンター ☎６７０－３３６６

情情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

３
月

日

竹
田
城
跡

２０

冬
期
通
行
止
め
を
解
除
し
ま
す

夢
但
馬
２
０
１
４

開
会
式
・
記
念
演
奏
会

平
成

年
度

２６

雇
用
保
険
料
率
の
お
知
ら
せ

事業主労働者負担雇用保険料率

１，０００分の
８．５

１，０００分の
５

１,０００分の
１３．５

一般の事業

１，０００分の
９．５

１，０００分の
６

１,０００分の
１５．５

農林水産・清
酒製造の事業

１，０００分の
１０．５

１，０００分の
６

１,０００分の
１６．５

建設の事業



市
商
工
会
と
市
は
、Ｊ
Ｒ

竹
田
駅
前
に
設
置
す
る

〝
竹
田
城
跡「
恋
人
の
聖
地

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」〟の
完
成
に
あ

わ
せ
て
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▽
日
時

３
月

日

、正
午
か

２３

（日）

ら
▽
会
場

竹
田
駅
前
公
園

▽
参
加
資
格

２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参

加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

（
市
内
外
を
問
わ
ず
、年

齢
制
限
な
し
、
動
物
・

ペ
ッ
ト
も
可
）

▽
内
容

１
チ
ー
ム
２
人
以
上
で
、

Ａ
Ｋ
Ｂ
４
８
「
恋
す
る

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー

（
シ
ョ
ー
ト
バ
ー
ジ
ョ
ン
）」

の
曲
に
合
わ
せ
て
、楽
し

く
踊
っ
て
く
だ
さ
い
。コ
ス

プ
レ
、自
由
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
踊
り
も
大
歓
迎
。恋

人
同
士
、会
社
の
同
僚
、

仲
良
し
グ
ル
ー
プ
、家
族

な
ど
で
、自
分
た
ち
だ
け

の「
恋
チ
ュ
ン
」を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
参
加
料

無
料（
参
加
チ
ー
ム
の
な

か
か
ら
抽
選
で
５
組
に

但
馬
牛
の
牛
肉
セ
ッ
ト
を

贈
り
ま
す
）

▽
申
込
み
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

３
月

日

ま
で
に

１０

（月）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
市
商
工
会

☎
６
７
２－

２
３
６
２

和
田
山
温
水
プ
ー
ル
エ

ス
ポ
ワ
は
、イ
ベ
ン
ト
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》

（
特
別
開
館
）
プ
ー
ル
無
料
開
放

▽
日
時

３
月

日

、午
前

１６

（日）

１０

時

分
～
午
後
３
時

３０

（
受
付
は
午
後
２
時
３０

分
ま
で
）

▽
内
容

ベ
ビ
ー
親
子
ス
イ
ミ
ン
グ

や
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
子
ど
も
か
ら
大
人
向

け
の
無
料
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム（
時
間
帯
別
）を
実

施
し
ま
す（
一
部
要
予

約
）

《
第
５
回
エ
ス
ポ
ワ
ま
つ
り
》

▽
日
時

３
月

日

、正
午
～

３０

（日）

午
後
４
時

▽
内
容

輪
投
げ
、
射
的
な
ど
の

ゲ
ー
ム
、食
べ
物
屋
台
、

大
抽
選
会
ほ
か

※
エ
ス
ポ
ワ
受
付
に
て
チ

ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
チ
ケ
ッ
ト
１
枚
１

０
０
円

前
売
り
チ
ケ
ッ

ト
６
枚
綴
り
５
０
０
円

※
当
日
は
、ま
つ
り
の
み
で

す
。
プ
ー
ル
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

和
田
山
温
水
プ
ー
ル
エ
ス
ポ
ワ

☎
６
７
２－

５
７
５
０

外
国
出
身
の
皆
さ
ん
に

日
本
語
を
教
え
て
み
ま
せ
ん

か
？
「
あ
さ
ご
日
本
語
教

室
」で
は
、
新
し
く
日
本
語

を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。い
き
な

り
教
え
る
の
は
不
安
と
い
う

人
も
、見
学
し
て
か
ら
決
め

て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
開
催
日
時

毎
週
火
曜
日

夜
７
時

～
８
時

分（
基
本
）

３０

▽
会
場

山
東
公
民
館

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
秘
書
広
報
課

☎
６
７
２－

６
１
１
３

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（３月のテーマ）【月曜】おねしょ（夜尿症）と子ども自立

税国民健康保険税 ９期

納期 ３月３１日（月）まで

南但広域行政事務組合 農業共済課移転のお知らせ

南但広域行政事務組合農業共済課は、現在の市役所南庁舎から南但広域行政事

務組合事務所２階に移転します。

◆移 転 日 ３月２４日（月）

◆移転場所 南但広域行政管理センター（養父市堀畑５５０）☎６６５－０２１５

平成２６年３月平成２６年３月号号13

３月の税３月の税

自衛官募集のお知らせ
入隊時期試験日受付期間応募資格種目

平成２７年

３月下旬

～４月上旬

１次試験

５月１０日（土）・１１日（日）

２次試験

６月１０日（火）～１３日（金）

４月２５日（金）

まで

大卒で２２歳以上
２６歳未満の人

一般幹部
候補生

院卒・修士課程修了
等（見込み含む）で
２０歳以上
２８歳未満の人

■問い合わせ先 自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所 ☎０７９６－２２－３９７８

み
ん
な
で
踊
ろ
う
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン

ク
ッ
キ
ー
・
ダ
ン
ス
大
会

参
加
チ
ー
ム

募

集

募

集

和
田
山
温
水
プ
ー
ル
エ
ス
ポ
ワ

最近、下水道管に下着、紙おむ

つ、タオル等が流れ込み、下水道

管が詰まったり、ポンプが故障し

たりするなど、下水道機能が一時

的にストップするケースが増えて

います。

下水道にはガソリン等の危険物、

ゴミや天ぷら油等、水に溶けない

ものは流さないでく

ださい。

使用する一人ひと

りがマナーを守り大

切に使いましょう。

【問い合わせ先】

市役所下水道課 ☎６７６－２０８１

下水道をご利用の皆さまへ

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」 ※下水道管に詰まっていたもの。

（写真上段：タオル、下段：タワシ）

「
あ
さ
ご
日
本
語
教
室
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
者
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暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

届出人年齢死亡者氏名行政区

野村弘子８１山本まちよ山歳

久司８５足立 武柿坪

修一７７長崎光男物部

康雄９２越中やす桑市

洋子９６河戸八重子多々良木

美晴８８池野伊一石田

冨士夫８７山田 むる澤

博文８０松本まち子山内

一平１０２村田しづ子新井１区

勝７８大久保規夫土肥

きみ子８４清水 智平野（朝来）

勉８８神谷忠義中田路

届出人年齢死亡者氏名行政区

直樹７２石橋吉靱高田

伸宏８５生田昌司和田山上町

民雄７８中川雪枝枚田岡

俊明８３若林久代桑原

美智代９４松井朝子宮

輝昭８３梶 秋竹田下町

昌夫７０中山美代子栄町

勝５７足立 誠安井

みつ子８１黒田友則安井

利明８７城本 守田ノ口

義明８９中島克二比叡

厚成９３西村清市東

届出人年齢死亡者氏名行政区

謙治８３山木武男生野６区

稔９７足立長小田和

博彦８５西畑照美北真弓

一志８５髙田 保南真弓

洋司８６西垣利夫川尻

安志８８笹野麻子栃原

智幸８３下村梅子寺内

多惠子７１長野美好高生田

一美８８篠木和子竹ノ内

政明８８村上はつ子岡

お悔やみ申し上げます（敬称略）

ＮＨＫ学園 通信制高等学校普通科・生涯学習講座

通信制高等学校普通科（３年制）、生涯学習通信講座の生徒・受講生を募集しています。

◆出 願 期 間 高等学校普通科（一般入学）・４月３０日（水）まで

生涯学習通信講座・通年申込受付

◆問い合わせ先 ＮＨＫ学園 ☎０４２－５７２－３１５１ http://www.n-gaku.jp/

４月１日から消費税率（国・地方）が引き上げられます

消費税価格転嫁等総合相談センター 専用ダイヤル：０５７０ー２００－１２３
【受付時間】 平日午前９時～午後５時（３月・４月は土曜日も受付）

※ お住まいの地域に応じて、以下の通話料金がかかります。

● 固定電話８.５円～８０円／３分間、携帯電話９０円／３分間、公衆電話３０円～２２０円／３分間

ＨＰ上の専用フォーム ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｅｎｋａｓｏｕｄａｎ．ｇｏ．ｊｐ（２４時間受付）

①消費税率（国・地方）が引き上げられます

平成２６年４月１日～

※地方消費税とは、国税である消費税と同様に、事業として

行った商品の販売、サービスの提供等の国内取引や外国

貨物の引き取りに対して課税される都道府県税です。

※消費税率１０％（消費税７.８％・地方消費税２.２％）への引

上げについては、改めて経済状況等を総合的に勘案した

検討を行います。

８％

５％

消費税６．３％→消費税４%

地方消費税１．７％地方消費税１％

②引上げ分の消費税収（国・地方）は
すべて社会保障財源化されます

③円滑かつ適正な転嫁に
ご理解とご協力をお願いします

消費税率（国・地方）の引上げに当たって事業者の皆さ

んが円滑かつ適正に転嫁できるよう、転嫁、広告・宣伝、価

格表示、便乗値上げ等に関する相談窓口を設置しています。

ご相談は相談窓口までお問い合わせください。

財
政
健
全
化
に
一
定
の
寄
与

→

社会保障の充実
待機児童の解消、医療介護サー
ビスの充実など

→

引
上
げ
分
の
消
費
税
収

社会保障の安定化
年金国庫負担２分の１等
後代への負担の付け回しの軽減
消費税率引上げに伴う社会保障支出の増

全全
額
を
社
会
保
障
財
源

全
額
を
社
会
保
障
財
源
化化
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各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 ３月１３日（木） 午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、和田山農業研修センター、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市役所人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 ３月１２日（水） 午後０時３０分～３時３０分
場 市役所西館（予定）
問・予 市役所人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 ３月１７日（月） 午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、和田山老人福祉センター、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市役所市民課 ☎６７２－６１２０

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 ４月５日（土） 午後１時～４時
場 和田山ジュピターホール
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎６７６－３３６８

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは、若者未就業者の就労自立に向
けた相談に応じます。
時 毎週水曜日 午後１時～４時
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，２５０円）
時 ３月２７日（木） 午後１時～４時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 ４月７日（月） 午後１時～４時
場 市役所南庁舎会議室（朝来市社協支所隣）
問 市役所社会福祉課 ☎６７２－６１２３

【火曜】口内炎（アフタ）について【水曜】ヘリコバクター・ピロリ菌の話【木曜】アスベスト（石綿）による健康被害【金土日】クスリのリスクー市販薬を安全にー

(平成２６年１月３１日現在）

３２，７２７人
（－３５）

総人口

１５,６１９人
（－７）

男

１７,１０８人
（－２８）

女

１２,２９５世帯
（－１８）

世帯数

（ ）は前月比

栢掲載対象期間
１月１６日～２月１５日

届出分

戸籍の窓

届出人よみがな出生児氏名行政区

現成しょうけん澤 田 照 憲矢名瀬下町

雄司しゅうた漆 垣 柊 大末歳

鉄宏ふうか足 立 楓 花清水町

直太郎よしえ寿 賀 喜 恵和賀

俊之とうま北 村 透 真立脇

照如るい尾 﨑 琉 唯澤

康広ちさ清 原 知 紗新井３区

届出人よみがな出生児氏名行政区

豊生かずや村上 和哉生野２区

健みや瀧 口 美 矢秋葉台２区

直弥りくや池畑凛紅弥法道寺

祐介せり中 上 聖 梨駅北

晋也ゆい守 本 結 衣枚田岡

伝あかり吉 田 朱 里枚田岡

和也こうが井 上 琥 翔加都

おお誕生おめでとお誕生おめでとうう（（敬称略）敬称略）

日本の橋梁は、その多くが高度経済成長期に建設され、朝来市でも同
様の傾向が見られます。平成２５年現在では架設から５０年を経過する高
齢化橋梁が全体の約１２％程度ですが、２０年後には約６７％となるなど、急
速に高齢化が進んでいます。
今後の橋梁の補修・架替えに対応するためには、計画的な予算計画を

たてることが必要となります。そこで始まったのが橋梁長寿命化修繕計画
です。これまで損傷が大きくなってから補修や架替えを行っていましたが、
今後は長寿命化修繕計画に基づき、年次計画をたてることによって予算
が平準化され、各橋梁の重要性や損傷状況に応じた計画的な補修や架
替えを実施することが可能となります。
市では、平成２１年度から５年をかけて市内の市道橋の点検を行いまし

た。今回の点検の結果、市内にある橋長２ｍ以上の管理橋梁６１５橋のう
ち、直ちに落橋の恐れがある橋梁はありませんでしたが、全体の約１６％が
既に損傷している状態でした。
今後、補修対象橋梁の詳細な点検を行って補修工法を決定し、補修工
事を行います。さらに、５年に１回、管理市道橋全てに対して定期点検を
行います。定期点検によって損傷の進行度合や工事後の経過観察等を行
い、随時修繕計画を見直していきます。
市民の皆さまには、詳細点検・補修工事・定期点検それぞれの際にご
不便おかけしますが、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。
なお、「朝来市道路橋長寿命化修繕計画の概要」・「朝来市橋梁定期点

検結果の概要」につきましては、朝来市のホームページに４月から掲載し
ます。

問い合わせ先 市役所建設課 ☎６７２－６１２６

三沢厚彦ANIMALSinASAGO会期：３月１５日（土）～５月１１日（日）
等身大の動物をモチーフに、クスノキを素材とした木彫作品「ANIMALS」シリー

ズで大人気の彫刻家三沢厚彦さんの展覧会です。※当展覧会のみ入館料

大人８００円／大・高校生３００円／小・中学生２００円（ココロンカード利用可）

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

但馬の巨木写真展 会期：３月１６日（日）まで

ヒメハナ公園ウツギの館

高齢化橋梁の点検と修繕を進めます
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国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

年
金
額
が
増
え
た
り
年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

後
納
制
度
と
は
、時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、

平
成

年
９
月
ま
で
の
期
間
に
限
り
、過
去

年
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

２７

１０

で
す
。

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、年
金
額
が
増
え
た
り
、納
付
し
た
期
間
が
不
足
し

て
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
が
年
金
受
給
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。過
去
に
納
め
忘
れ
の
あ
る
人
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

後
納
保
険
料
の
納
付
書
の「
使
用
期
限
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い

す
で
に
後
納
制
度
を
申
し
込
ん
だ
人
で
、平
成

年
４
月
以
降
分
の
後
納
保
険
料

１６

を
納
付
し
て
い
な
い
人
は
、納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限（
平
成

年
３
月

２６

３１

日
）ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

使
用
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
か
っ
た
人
で
、４
月
以
降
に
納
付
を
希
望
す
る
場
合

は
、新
た
な
加
算
額
に
よ
る
納
付
書
を
発
行
し
ま
す
の
で「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
」ま
た
は
、お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
ご
注
意
】平
成

年
３
月
以
前
の
後
納
保
険
料
は

年
を
超
え
る
た
め
平
成

年

１６

１０

２６

４
月
以
降
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

後
納
制
度
の
申
込
み
・
納
付
書
の
再
発
行
の
お
問
い
合
わ
せ
は

《
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
》

☎

０
５
７
０－

０
１
１－

０
５
０
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
の
場
合
は

☎
０
３－

６
７
３
１－

２
０
１
５

【
受
付
時
間
】

月
曜
日
・
午
前
８
時

分
～
午
後
７
時

３０

火
～
金
曜
日
・
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

第
２
土
曜
日
・
午
前
９
時

分
～
午
後
４
時

３０

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
は
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、翌
日
以
降
の
開
所
日
初
日
に
午
後
７
時
ま
で
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

※
祝
日（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、年
末
年
始
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

急な病気やけがをした時、健康や育児に関する心配ごとなどについて、電話で相談したり、ア

ドバイスを受けたりすることができます。電話機の近くに掲示したり、携帯電話等に電話番号

を登録するなど、上手に活用し、緊急時のご自身、ご家族の健康保持・増進にお役立てください。

また、日ごろからかかりつけ医を持ち、気になることがあったり、体調がすぐれないなど症状

がある場合は、早めに受診しましょう。

但馬地域小児救急医療電話相談
夜間に、子どもの急な病気やケガなど、病院に行くべきかどう

か迷った時に、看護師等から症状に応じた対処の方法や受診に

ついてのアドバイスが受けられます。

○電 話 番 号 ０７９６－２２－９９８８
きゅうきゅうはは

○相談対応者 看護師等

○相談対応時間 毎日、夜間午後７時～１０時

【注意事項】

☆通話料は利用者負担です。

☆緊急時の相談窓口であり、診断や治療、育児相談や健康

相談には対応していません。

☆相談内容の確認のため、通話を録音する場合があります。

小児救急医療電話相談#8000
子どもの急病、ケガなどでお困りのときはお気

軽にご相談ください。

○電 話 番 号 ＃８０００
※ダイヤル回線、IP電話の場合は

０７８－７３１－８８９９
ははきゅうきゅう

○相談対応時間

平日・土曜日午後６時～午前０時

日曜祝日・年末年始：午前９時～午前０時

【注意事項】

☆通話料は利用者負担です。

あさご健康・医療電話相談ダイヤル24
健康・医療・育児に関する相談や医療機関の情報提供などを行います。

○電 話 番 号 ０１２０－１３５－９９０（フリーダイヤル：通話料無料）

○相談対応者 医師、保健師、看護師 ○相談対応時間 ２４時間、年中無休

健康・医療・育児等に関する電話相談



健康コーナー
■問い合わせ先
市役所地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（和田山保健センター）

平平成２６年３月平成２６年３月号号17

◎児童相談専用ダイヤル☎０１２０－２１－０２９４ＤＶ相談専用ダイヤル☎６７０－２２５５（月～金・午前８：３０～午後５：１５土日祝日と年末年始は休み）
ふくし

市民の皆さんの運動の実践や健康づくりの取り組みに対

して、ポイントを付与し健康づくりを応援します。

①ポイント付与期間 ４月１日～平成２７年３月３１日

②参加対象者 ２０歳以上の市民

③参加申込受付開始 ３月１７日（月）から（予定）

④参加申込窓口、寄付・交換申請窓口

地域医療・健康課（和田山保健センター）

本庁・各支所地域振興課

（メールやＦＡＸ、郵便の場合は地域医療・健康課まで）

⑤寄付申請期限 平成２７年１月５日（月）

⑥交換品申請期限 平成２７年３月３１日（火）

◎参加方法

３月１７日以降に「参加申込書」と「アンケート」に記入し、

参加申込窓口に提出していただき、「実践手帳」をお持ち

いただく必要があります。

ポイント対象一覧やポイントを寄付できる団体等の事業

内容について、詳しくは、市役所窓口、市内運動施設に設

置のチラシまたは朝来市ホームページをご覧ください。

◎平成２５年度に健康づくりポイント事業に

参加した皆さんへ

☆交換できるポイント数に達した場合は、市指定ごみ袋や

運動施設利用券等と交換できます。

☆交換申請期限は、３月３１日（月）までです。

（４月１日以降は無効になりますのでご注意ください。）

☆交換申請窓口に実践手帳を持参し申請してください。

☆後日、交換品と使用された実践手帳をお送りします。

☆平成２５年度ポイントと交換できる各種利用助成券等の種類

※①障害者手帳をお持ちの人は、半分のポイント数で市内運動施設

の申請ができます。

◎各種利用助成券（温泉施設、運動施設）の有効期限は発行日から

６か月以内です。

◎ローラントの利用助成券は、月会員からの割引には利用できません

◎カーブス朝来和田山は女性のみ利用できます。利用する際は、直接

カーブスにお問い合わせください。

【問い合わせ先】市役所地域医療・健康課☎６７２－５２６９

ストレスの多い時代です。だれもがささいなことでこころ

の不調やトラブルを起こすことがあります。

「気分が沈む」「眠れない」「こもりがちである」などのお

悩みに専門医が応じます。

相談は無料で、秘密は厳守されますのでお気軽にご相

談ください。なお事前に電話などで予約をお願いします。

【問い合わせ先】市役所地域医療・健康課☎６７２－５２６９

輸血用血液をいつでも十分に確保しておくためには、絶

えずだれかの献血が必要です。明日の医療を支える献血

に、多くの皆さまのご協力をよろしくお願いします。

※本人確認できるもの（免許証、保険証など）・献血カード（お持ちの人）をご持参ください。

【問い合わせ先】市役所地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

あさＧＯ!!健康パスポート

平成２６年度朝来市健康づくりポイント事業

運動を実践し、継続することで健康な生活習慣を

身につけることができます

ウォーキングやジョギング、体操（ラジオ体操、あさ

GO!!体操、いきいき体操）を習慣化するとともに、健

診・人間ドックの受診をはじめ、運動施設の利用や健

康教室等もポイントの対象となるため、より一層の健

康づくりに取り組めます。

社会貢献ができます

貯めたポイントは、こども園や幼稚園、小・中学校

などに図書カードとして寄付できます。

楽しみながら健康づくりができます

貯めたポイントは、市指定ごみ袋や市が指定した

施設（温泉施設、運動施設）の利用助成券と交換で

きます。

特典

１

特典

３

特典

２

相談員会 場開催日
医 師和田山保健センター３月１７日（月）

摘要必要ポイント各種利用券等の種類

６００よふど温泉、黒川温泉（大人）

※①
５００

エスポワ、くじら、とらふす道場、
ローラント、カーブス（一般）

３００
エスポワ、くじら、とらふす道場、
ローラント、カーブス（６５歳以上）

８００朝来市指定ごみ袋（大）

５００朝来市指定ごみ袋（小）

献血にご協力ください

受付時間会 場日 程

午前１０：００～１１：１５午後０：３０～３：００朝来老人福祉保健センター３月１３日（木）

場 所内 容曜
日日月

和田山保健センターこころのケア相談（予約制）月１７
３
月

山東老人福祉センター離乳食教室水１９
和田山保健センター８か月児健診木２０
和田山保健センター３か月児健診木２７

４月の予定は、４月に送付します『朝来市保健事業予定表』をご覧ください。

各種乳幼児健診・予防接種などいずれも該当児には個別通知します。

３３３／／１６～３／３１６～３／３１１
健健健康康カレカレンンダーダー

ひとりで悩まずにご相談くださいこころのケア相談
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■問い合わせ先 市役所総務課 ☎６７２－６１１５

あ選 挙 ⑫政治・選挙の「三ない運動」れ こ れ
政治家（候補者、候補者になろうとする者、現に公職にある者）が選挙区内にある者に対し

て寄附をすることは、一部の例外を除き、全面的に禁止されています。募金やカンパばかりで

なく、葬式の花輪や供花、お中元やお歳暮、入学祝や卒業祝、集会やお祭りへの飲食物の差し

入れ、病気見舞いなども禁止されており、常識的にみて厳しい規制となっています。しかし、

いろいろな名目でなされる寄附が買収と結びつきやすく、また、選挙に金のかかる大きな要

因にもなり、これまでも政治とカネにまつわる問題が繰り返し生じてきました。

こうした反省をふまえ、きれいな政治、金のかからない選挙を実現するために、政治家にも有権者にも

守っていただきたい３つのルールがあります。

◆ 政治家は有権者に寄附を贈らない！

◆ 有権者は政治家に寄附を求めない！

◆ 政治家から有権者への寄附は受け取らない！

地域包括支援センターの

■問い合わせ先 市役所地域包括支援センター ☎６７２－６１２５

認知症であることを
カミングアウト（告白）していきましょう
家族や自分自身が認知症になったとき、「周囲に認知

症だとなかなか言えない…」と言われる人がおられます。

しかし、認知症は、脳の病気であり、風邪と同じで病気のひ

とつです。まずは病気を認めること、そして周囲にオープン

にすることが認知症のその後の進行を予防し、認知症の

人や家族の生活を支える手立てにつながります。

みんなで、認知症は病気のひとつであり、周囲の人に手

助けしてもらうという意識を地域全体に広げていきましょう。

◎家族だけで抱え込まない

認知症は、家族だけで支えていくことがとても難しい病

気です。認知症になったとき、「周囲の人に知られたくな

い」、「自分たちが見なければ」という思いから家族が介護

を抱え込んでしまう傾向にあります。

認知症は、長期的に適切な介護が必要になります。家

族だけで介護を担うと情報が得られず、本人が適切な医

療や介護を受けられないといったことが起こる可能性があ

ります。また介護負担も大きく、支援を受けない家族は、疲

れきってしまう可能性もあります。

認知症であることを隠さずに相談機関へ相談する、専

門家のアドバイスを得るなどサポートを早期に活用してい

きましょう。

◎認知症の人や家族が暮らすには

地域の皆さんの「力」が必要

住み慣れたまちで安心して暮らせることがだれもの願

いです。認知症の人や家族を支えるには、地域の皆さんの

見守り、理解、手助けも必要になります。認知症であること

を地域の皆さんに伝えてその力を借りていきましょう。

◎医療・介護・地域が連携して認知症の人や家族を支えます

認知症の人を支えるためには、医療・介護・地域の連携

が必要です。

朝来市介護保険事業計画等策定委員会 公募委員を募集します
市は、第６期（平成２７年度～２９年度）の介護保険事業計
画を策定するため、朝来市介護保険事業計画等策定委員
会を設置します。
そこで、今回の事業計画策定にあたり、広く市民の皆さんの
意見や提案を反映させるため、公募委員を募集します。
■応募資格 次の要件のすべてに該当し、市政に積極的に
参加協力する意志がある人
①市内に住所があり、平成２６年３月１日現在で満４０歳以
上の人、または、市内の介護保険事業所に勤務している人
②市民の視点から客観的かつ公平に審議ができる人
③国家公務員、地方公務員、または、他の各種委員会等の
委員を兼ねていない人

■募集人数 ３人以内
■委員の任期 平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日
■仕事の内容 任期中に実施する委員会等へ出席いただき、
第６期介護保険事業計画の策定業務に携わっていただき
ます。（委員会は７回程度開催予定）
■委員報酬 市の規定による額を支払います
■応募方法 所定の応募用紙に住所・氏名等の必要事項
を記入の上、郵送または電子メール、持参のいずれかの方
法で提出してください。

■選考方法 書類選考とし、選考結果は応募者全員に郵送
にて通知します
■募集期間 ３月２０日（木）まで※郵送は当日消印有効

■問い合わせ先 市役所高年福祉課 ☎６７２－６１２４ 電子メールkounen@city.asago.hyogo.jp

「選挙あれこれ」は今月で終了します。ありがとうございました。

窓



№５２ クリーニング利用の注意点暮らしの情報コーナー

▼
竹
田

城
跡
に

つ
い
て
の

特
集
を

組
ん
だ
昨
年
の「
広
報

朝
来
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号
」が
、こ
の
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ほ
ど
行
わ
れ
た
、第
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回
兵
庫
県
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・
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こ
れ
も
市

民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
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た
方
々
の
お
か
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で
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。

今
後
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よ
り
よ
い
広
報

紙
づ
く
り
に
務
め
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

季節の変わり目はクリーニングの利用が増える時期です。衣類は着用や時間の経過によって、汚れや傷みが生じる

など状態が変化していくものです。クリーニングしても購入時の新品の状態に戻るとは限りません。素材の特徴を理解

する、取扱表示に注意するなどして大切な衣類をよりよい状態に保ち、クリーニングを利用する際は、気になる汚れや

仕上がりの要望について具体的に伝え、適切な処理を受けるようにしましょう。

つ

アクリル１００％のセーターをクリーニングに出したところ縮んでしまった。クリーニング店は「業界基準に従い賠

償する」と言うが、知人からプレゼントされた思い入れのある品なので、規定どおりの弁償では納得できない。

（３０歳代、女性）

■不審に思ったとき、困ったときには…消費生活相談 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活相談窓口（市役所市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

集
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編

２月と言えば、「鬼はそと!福はうち!」という言葉が思いうかんできます。

私は朝来市にやってきて、初めて節分を経験しました。これまで、豆まきと

いう風習は知っていましたが、経験する機会はありませんでした。初めて

豆まきを聞いた時には「豆をまくのは、とてもおもしろそうだ！」と思いました

が、それほどおもしろい文化がある国は、やはり日本だと感じました。

節分にあたる２月３日は、ちょうど市内のあるこども園を訪問する日で

したので、子どもたちと一緒に節分を楽しみました。鬼についての話を聞

いていると、なんと本物の鬼がやってきました！子どもたちをはじめ、皆さ

ん豆を手に、鬼と戦う準備はできていたはずなのですが…。

まったく意外なことに、多くの子どもたちは泣

き始めて私の足をつかんできました。子どもた

ちの姿に「かわいそう」と思いましたが、こうやっ

て子どもたちの心を強くする意味もあるのかな、

と感じました。

夜になって東北東の恵方を向いて、未来の

福を考えながら巻き寿司と２６個の豆を食べま

した。節分が終わり、本格的な春の訪れが楽し

みです。

（秘書広報課国際交流員 ヴァンデンドリッシュ―・ポリーヌ）
※子ども＝15歳以下 高齢者＝65歳以上
※累計は平成２６年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

０空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

０忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

０事 務 所 あ ら し１車 上 ね ら い

０出 店 あ ら し０自動販売機ねらい

０詐 欺

そ
の
他

０部 品 ね ら い

０傷 害１器 物 損 壊

３暴 行０自 動 車 盗

１万 引 き０オートバイ盗

（１月末累計）０自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

５建物

火
災

０林野

０車両

０その他

５合計

５累計

１６交通事故

救
急

２２一般負傷

８９急病

１６その他

１４３合計

１４３累計

（１月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

９９人身事故

００子ども

死
者

００高齢者

００その他

００合計

１１子ども

傷
者

１１高齢者

１２１２その他

１４１４合計

９６９６物損事故

（１月中）

vol.６ 今年もたくさんの福が来るように

クリーニング業者の不適切な処理によって直せない不具合が生じた場合は、通常、業界団体が作成した「クリーニン

グ事故賠償基準」によって賠償を受けることができます。ただし賠償額は購入時からの月数に応じて算定され、個人の

思い入れなど、個別の事情は勘案されません。また、洗濯物を引き取ってから６か月を経過すると賠償されません。ク

リーニングから戻ってきた衣類はすぐに点検し、仕上がりに不具合がある場合は店に申し出て、やり直しや賠償など対

応について提案を受け話し合ってください。
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ＤＶＤ『朝来スケッチ』好評発売中！
朝来市出身の映像作家・藤原次郎さんによって

撮影された、朝来市内の美しい風景をまとめた

ＤＶＤ『朝来スケッチ』を発売しています。

１枚１，０００円（税込）

問い合わせ先 市役所都市開発課 ☎６７２－６１２７

人いきいき
市内で活躍する元気な人、

グループを紹介

「但馬からオリンピックに出場できるような選手を育てたい。」と話す

のは、但馬アスリートクラブを主宰する後藤知宏さん（高瀬区）です。

「学生時代は、短距離やハードルなどの選手として頑張ってきました

が、目立った成績は残せませんでした。でも陸上競技の楽しさを多くの

人に知ってもらいたいとの思いがありました。」そう話す後藤さんは、大

学卒業後は地元・但馬の高校で、非常勤講師として陸上競技の指導

に携わってきました。その後、平成２３年１月から昨年５月まで、青年

海外協力隊の隊員としてインドネシアへ陸上選手の指導に赴き、才能

がありながら「落ちこぼれ」とも言われていた選手を、１１０ｍハードルで

国内１位の成績を残すまでに成長さ

せるなどの結果を残しました。

帰国後、すぐに但馬アスリートクラブを設立。「兵庫県は全国屈指の陸上強豪県でありながら、

但馬では、中学校には陸上部のない学校が多く、高校でも生徒数の減少や指導者不足などの

問題があって、陸上競技に取り組みたい生徒の皆さんに厳しい環境です。ならば、これまでの経

験を活かして自分でやろうと思いました。」現在、小・中学生を中心に高校生までを対象に、朝来

市の他にも、養父市、豊岡市でも教室を開催し、約１０人のスタッフの皆さんとともに４７人を指

導しています。「但馬に陸上競技を根付かせていきたいですね。少しでも興味のある人にはどん

どん参加していただければと思っています。」

（但馬アスリートクラブについての詳しいお問い合わせは、後藤知宏さん☎０９０ー９８８８ー１０８２）

こ ん な こ と あ ͬ た で ー市 民 投 稿

あわがの山から赤鬼がきました 節分の豆まき行事 やなせ保育園

２月３日、節分の豆まき行事を開催しました。

「ここはどこじゃ？やなせ保育園か？きょうは、みんながお

りこうしとるか見にきたんじゃ」あわがやまに住む「赤鬼」が

ドラを鳴らしながら、やなせ保育園にやってきました…。

園児たちは、やなせ保育園にやってきた赤鬼を、「鬼は外、

福は内」と、新聞紙を丸めてつくつた豆を投げつけ退治し、自

分の歳に１個加えた「いり豆」を食べました。

その後、赤鬼とも仲良しになり、だっこしてもらったり、記念

写真をとったりして、こわい反面、楽しいひとときを過ごしま

した。

また、お昼には、「巻き寿司」と「鶏のから揚げ」など、大好き

な給食を、ホールでみんなそろっていただきました。

（ ）但馬アスリートクラブ

指導にあたる後藤さん（右）

後藤知宏さん


